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北村朋幹さん応援レポート
オーケストラ・アンサンブル金沢

第378回定期公演マイスター・シリーズ
2016年７月16日（土）

石川県立音楽堂コンサートホール

「ショパン」テーマのシリーズ最終回
オーケストラ・アンサンブル金沢（OEK)。石川県
金沢市に本拠を置くオーケストラ。石川県と金
沢市を中心に設立された財団法人石川県音楽
文化振興事業団を運営母体とする。1988年に
設立され、多くの外国人を含む約40名からなる
日本最初のプロの室内オーケストラである。
諸外国からメンバーを公募するとともに、現代
音楽への積極的な取り組みや、国内・海外で
の精力的な演奏活動など、その演奏は各方面
から高く評価されている。

会場の石川県立音楽堂は、OEKの本拠地。
金沢駅の目の前という交通至便な立地を有す。
シューボックス型のホール内部は優雅な雰囲
気。荘厳なパイプオルガンにも目を惹かれる。
客席の三層構造も印象的。客席規模は1560席。
これは、シューボックススタイルの原点となった
ライプツィヒのゲヴァントハウスと同じ席数なの
だそうだ。バランスのよい音響、迫力ある臨場
感のもと、クラシックの様々なレパートリーが演
奏されてきている。

本日の公演はOEK音楽監督・井上道義
氏の指揮による「マイスターシリーズ」。
OEK2015-2016シーズン（シーズンは９
月スタート）のテーマ「ショパンと友人た
ち」全５回の最終回。５回の演奏会で、
ショパンのオーケストラ付きピアノ曲全６
曲とショパンと同世代の作曲家の作品
を取り上げてきたシリーズである。北村
さんはソリストとしてショパンのピアノ協
奏曲２曲を演奏する。

公演前にはロビーにて、OEKメンバーに
よる室内楽のプレコンサート。メンデル
スゾーンの弦楽四重奏曲第１番第４楽
章。優雅な気分に浸らせてくれる。この
夏には南フランスの音楽祭での海外公
演が予定されているそうだ。
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本日北村さんが演奏するのは、ショパンの「ピアノ協
奏曲第２番（作品21）」と「ポーランドの歌による幻想
曲（作品13）」の２曲。もともとお話があった「第２番」に
加え、５月末に急遽連絡を受け、もう１曲協奏曲を
演奏することが決まったのだそう。演奏されること自体
非常に珍しい作品とのことで、「・・・急いで楽譜を手に
入れ、慎重に隅々まで楽譜を読んでいくうちに、作品
への愛着もどんどんわいてきて、・・・ぜひ挑戦させてく
ださいという返事をしました」「・・・お引き受けすること
を決断して以降、６月はこの作品に没頭していました」
との事前のコメント。

人気の２番（作品21）と新挑戦の作品13。この組み合
わせは、1830年３月ショパン本人により初演された組
み合わせ。本日は北村さんが奏でてくれる。

演奏会の始まりは朗読から。照明が消された暗闇の
なか作曲時の時代背景が語られる。当時ショパン
18歳。敵に攻め込まれ続けてきたポーランドの歴史、
音楽によって祖国への愛情を表現し、音楽から祖国
に誇りと栄光を！という若きショパンの思いが伝えら
れる。

ドラマチックな盛り上がりののち、マエストロと北村さ
んが登場。最初の曲、「ポーランドの歌による幻想曲」
が始まる。通常と異なるピアノの配置。 ピアノをオケ
の一員と位置付けたかのよう。優美で美しい音色が
奏でられる。
「・・・ほとんど誰も演奏しないような曲で、曲中に、確
かにその理由がよく分かるような部分、物理的に不可
能に近い、作品自体があまり上手くいっていない箇所
があるのも事実です。今回、リハから本番にいたる過
程で、マエストロとオーケストラの皆さんと本当に沢山
のことを試しながら演奏を作っていきました。ピアノの
場所を変えたり、こっそり音を変えたところも実は一部
あるのですが、それらには全て理由があり、つまりショ
パンの時代とは楽器もホールも違うわけで、彼の生き
ていた環境で生み出された作品とその精神を、金沢
の大ホールでモダン楽器で弾くためのアップデートと
言いますか…オーケストラの方々と、ここまでフレキシ
ブルに色々な事を試せるというのは、とても貴重な経
験でした」と北村さん。マエストロと両手でがっちり握
手。満場の拍手を浴び、小休憩。

ショパンのコンツェルト２曲、「情熱の繊細さと審美眼の洗練さ」

次の曲、北村さんソリストのショパンのピ
アノコンツェルト第２番が始まる。

『情熱の繊細さと審美眼の洗練さ』・・・プ
ログラムノートの記述が、そのまま北村さ
んに重なる。

ひたすら美しい音色にうっとり。けして出
過ぎず引き過ぎず。なんというか、奥行き
ある演奏。骨のある主張を感じさせつつ、
柔らかく染み渡る耽美な演奏に聴き惚れ
る。オケとの一体感、溶け合うかのよう。
マエストロの指揮は、ソリスト、オケ、そし
て聴衆をも鼓舞する。

曲が終わり、マエストロとハグ。コンマス
と熱い握手。大ホールを埋める客席から
の満場の拍手とブラヴォーの声。

何度も何度も続くカーテンコール。マエス
トロは、コンツェルト２曲という大役を果た
した北村さんの手を高く上げて応えてくだ
さる。ラストのコールでは井上マエストロ、
万歳で祝福。満員の聴衆をわかしてくれ
た。

写真ご提供：オーケストラ・
アンサンブル金沢

休憩ののちメンデルスゾーン。マエストロ
はマイクを持って登場。

「・・・北村君というすばらしいピアニスト
を迎え・・・今25歳ですが、弾いてもらっ
てハッピーでした」とうれしいお言葉。

交響曲 「スコットランド」を奏で、演奏会
は終演。素晴らしい演奏に満員の客席
から惜しみない拍手が贈られていた。

２曲目。雰囲気も新たにキラールの 「オ
ラヴァ」。 15人の弦楽編成。コンマスの
弾き振り。民族的な香りもする小粋な現
代音楽。この選曲、OEKならでは。
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ショパン母国への想いと理解を込めて

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後はサイン会。マエストロと北村さん２
人によるサイン会ということで、長い長い列
ができた。

北村さんに、話を聞いた；

「・・・（この演奏会の）お話があったのは１年
半前。マエストロは厳しい方だよと言われて
いたのですが、本当に音楽への愛情が溢れ
ている方で、そういう方と音楽を共有させて
いただいた時間は、ただただ至福の時でし
た」。井上マエストロは年末の財団コンサー
トにも、ここ数年足を運んでくださっている。

曲のイメージ；

「・・・（ショパンの母国である）ポーランドは
特殊な歴史、敵に攻め込まれるという繰り
返された歴史があり、僕もよく練習に訪れる
のですが、街にも独特の雰囲気が流れてい
ます。（ショパンの曲には）だからこその華や
かさ、その裏に怒りがあるのではと想像して
しまいます。自分は東欧の作曲家が
好きなのですが、そうしたところも
関連しているように感じています」

≪演奏会概要≫
◆出演
指揮：井上道義
ピアノ：北村朋幹＊
管弦楽：オーケストラ・アンサンブル金沢
ナレーション：門田宇
コンサートマスター：アビゲイル・ヤング

◆プログラム

ショパン：ポーランドの歌による幻想曲作品13＊
キラール：オラヴァ（1988）
ショパン：ピアノ協奏曲第2番 ヘ短調 作品21＊
メンデルスゾーン：交響曲 第3番 イ短調 作品56

「スコットランド」

「・・・ショパンはこの数年ほとんど弾
いていなかったのですが、２番（作品
21）は最も好きなコンツェルトのうち
の一つです・・・本当に特別な曲です。
美しくない音はひとつもありません。
出だしのメロディーから３楽章まで、
弾けば弾くほど、美しい瞬間が後ろ
に流れていってしまうという寂しさも
あります。それはすごく切ないことだ
と思うし、人生ってそういうものかな
と。言葉はいらない曲です」

「・・・１曲目の幻想曲は、１か月前まで僕
も知らなかったくらい、あまり演奏されな
い曲です。自発的には弾く機会はなかっ
たと思われ、今回出会えてよかったと感
じています。（ポーランドの）皆が知ってい
る曲を出していくという構成ですので
（ポーランドの歴史などもふまえ）自分が
ポーランド人であればすごくうれしい曲だ
ろうなとも感じました」

写真ご提供：
オーケストラ・
アンサンブル金沢
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さまざまな挑戦により「枠組みを超えていきたい」

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

北村さん、
素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

終演後、
楽屋で
井上マエストロと

－本日の演奏は；

「・・・悔しい部分もたくさんありますが、リハ
や来日前の演奏機会も含め、今日が一番よ
かったと思います」。 演奏会前には、ベルリ
ンやポーランドで、師匠方が（ピアノ伴奏で）
何回か弾く機会をくださったとのこと。

「・・・マエストロとオーケストラのみなさんの
おかげです。井上マエストロの瞬間に示され
る表情、オーラ。毎日それが変化されて、本
番は本当に即興的に音楽がどんどん彼から
湧き出てくるような感じなのですが、それを
オケもどんどん汲み取って、実際に素晴らし
い音に変換されていく。こちらが即興的に思
いついて弾いたことに対しても、すごくニコニ
コされながら、『じゃぁこっちも（オケも）』みた
いな感じで。本番も、音楽の上で会話をして
いるような錯覚もあり、それだけで嬉しくなっ
てしまって。傍観してしまうくらいの迫力でし
た。本当の音楽家ってこういう人達なん
だ・・・と」

「・・・自分の中の今の課題というか思いと
して、何か『枠組みを超えたい』というのが
あります。簡単にできることではないので
すが」

「・・・先週まで滞在していたポーランドでも、
いろんなことを考えて、いろんなレッスンを
受けて。また、今日は新たなチャレンジの
機会をいただいて・・・。こうしたことを続け
ていったら新しい世界が見えるのかなとい
う思いもあります」。

「・・・本当に今日は素晴らしい時間でした。
自分の横で生のオケが鳴っている、自分
が音を出した瞬間、オーケストラが一緒に
なって音を作っていってくれるというのは、
すごくしあわせなことです」

「・・・（本日は初めての曲もあり）今後、自
分でいろんなことに挑戦していくうえで、ひ
とつの階段が見えたような感覚がありまし
た。ショパンのこの曲も弾き続けていきた
いと思います」。

「・・・本当にしあわせでした。感謝の気持
ちでいっぱいです。また一緒に弾かせて
いただければ」。

終演後の井上マエストロのSNSには
『・・・北村朋幹君、成長して大成功！』」の
コメント。
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【コンサート・フライヤー(表）】
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【コンサート・プログラム（表紙）】



7

【コンサート・プログラム P.1～3】
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【コンサート・プログラム P.４～６】


